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１．調査の概要 

（１）対象 

 

区 分 対  象 

市 民 
市内在住の 18 歳以上の市民

から無作為に抽出 

3,000 人 

（全市民の 1.7%） 

事業者 市内事業所から無作為に抽出 
500 件 

（全事業所の 7.7%） 

 

（２）回収状況 

 

区 分 発送数（8/20） 回収数（9/28） 回収率 

市 民 3,000 1,455 48.5% 

事業者  500  155 31.0% 

    

（３）集計上の注意点 

選択式の回答のうち、回答をひとつ選ぶものは円グラフ、回答を複数選ぶものは棒グラ

フで示しています。 

問題文等は、文意を変えない程度に変更している場合があります。 

 



２．調査の結果 

（１）市民 

問１ ごみ出しの際、気になっていることについて 

あなたがごみを出す際、気になっていることはありますか。あなたの考えに最も近いもの

を3つまで選んでください。 

 

半数近くが「特にない」と答えていますが、気になっていることとしては、「分別がわ

かりにくい」ことや「ごみステーション」の管理や狭さ、収集時間の遅さなどがあげられ

ています。 

 

(%)

42.9

25.4

16.1

11.3

11.2

10.7

9.2

9.3
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特にない

ごみステーションの管理が不十分であ
る

収集時間が遅い

指定袋の形や大きさが使いにくい

n=1,372
 

 

 

特にない 

分別がわかりにくい 

ごみステーションの管理が不十分である 

ごみステーションが狭い 

収集時間が遅い 

ごみステーションが、家から遠い 

指定袋の形や大きさが使いにくい 

その他 



 

問２ ごみステーションのマナーについて 

あなたが利用するごみステーションでは、ルールが守られていますか。あなたの考えに最

も近いものを1つだけ選んでください。 

 

「どちらかといえば守られていると思う」が最も多く、「守られていると思う」と合わ

せると 7 割以上が「守られていると思う」と答えています。 

 

 

守られている
と思う
21.8%

どちらかとい
えば守られて
いないと思う

20.2%

その他
0.2%

わからない
1.6%守られていな

いと思う
6.5%

どちらかとい
えば守られて

いると思う
49.7%

n=1,405  

 



 

問３ ごみステーションで守られていないルールについて 

（問２ で 3,4 と答えた人のみ）あなたが、ごみステーションでルールが守られていな

いと思う理由は何ですか。あなたの考えに最も近いものを3つまで選んでください。 

 

ルールが守られていないこととして、「分別されていないごみが出されている」を 8 割

の人があげています。その他は、「違う地域の人がごみを出しに来る」、収集の日や時間を

守らない、などがあげられています。 
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分別されていないごみが出されている 

違う地域の人がごみを出しに来る 

収集日の前日の夜からごみが出されてい

る 

収集日以外の日にごみが出されている 

市が収集しないごみが出されている 

指定でない袋でごみが出されている 

収集が終わった後でごみが出されている 

お店や事業所のごみが出されている 

その他 



 

問４ ごみの分別について 

あなたは、市が収集するごみ（燃やせるごみ、燃やせないごみ、資源ごみ、プラスチック

製容器包装）をきちんと分別していますか。あなたの考えに最も近いものを1つだけ選んで

ください。 

 

「きちんと分別している」が半数以上を占め、「だいたい分別している」と合わせると、

ほとんどの人が分別しています。 

 

きちんと分別
している

58.6%

その他
0.2%

分別していな
い

0.1%

だいたい分別
している

39.6%

あまり分別し
ていない

1.5%

n=1,426
 



 

問５ 分別していない理由について 

（問４ で 3,4 と答えた人のみ） あなたがごみを分別していない主な理由は何ですか。

あなたの考えに最も近いものを1つだけ選んでください。 

 

「分別の仕方をよく知らないから」が最も多く、次いで「分別するのが面倒だから」と

なっています。 

 

分別の仕方を
よく知らない

から
47.6%

分別するのが
面倒だから

19.0%

その他
28.6%

他の人も分別
していないか

ら
4.8%

1人くらい分別
しなくても問
題ないと思う

から
0.0%

n=21

 



 

問６ ごみ減量やリサイクルに対する意識について 

あなたは日ごろ、ごみ減量やリサイクルなどを意識して生活していますか。あなたの考え

に最も近いものを1つだけ選んでください。 

 

「多少はごみの減量を意識して、ごみを少なくする努力はしている」が 55.3%で、「常

にごみを少なくする工夫やリサイクルを実行している」を合わせると、8 割近くが何らか

の行動をしています。 

一方、20.0%が「あまり努力はしていない」となっています。 
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21.9%

その他
0.4%
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とを意識する
ことなく生活し
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ごみの減量に
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ていない
20.0%

n=1,419
 



 

問７ ごみ減量やリサイクルなどへの取り組みについて 

あなたは、ごみの減量やリサイクルをどのように取り組んでいますか。あなたの行動に最

も近いものを、それぞれ1つずつ選び、(例)のように、枠内の該当する数字を○で囲んでく

ださい。 

 

「常に心がけている」が多いのは、「生ごみを出すときは、水を切る」、「資源となる物

は、分別している」です。 

「全く心がけていない」が多いのは、「生ごみはたい肥化し、畑などで利用する」です。 
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買物袋を持参する 

詰め替え商品や再生品を優
先して選ぶ 

使い捨て商品は買わない 

過剰包装は断る 

料理の際は、ごみが出ないよ
う配慮している 

使える物は修理して長持ちさ
せる 

生ごみを出すときは、水を切
る 

生ごみはたい肥化し、畑など
で利用する 

資源となる物は、分別してい
る 

フリーマーケットやリサイクル
ショップを利用する 

家族や友人とごみ問題を話
題にする 

凡 例 

n=1,372 

n=1,362 

n=1,342 

n=1,353 

n=1,384 

n=1,385 

n=1,387 

n=1,341 

n=1,374 

n=1,382 

n=1,372 



 

実行度でみると、「生ごみの水を切る」と「資源の分別」のほか、買物の際の配慮や物

を大切に使うことは、心がけている市民が多くなっています。 
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※実行度＝{（「常に心がけている」回答数）×4＋（「だいたい心がけている」回答数）×3 

    ＋（「あまり心がけていない」回答数）×2＋（「全く心がけていない」回答数）×1} 

    ÷{有効回答数-（「わからない・あてはまらない」回答数）} として算出した。 

 

 

生ごみを出すときは、水を切る 

資源となる物は、分別している 

詰め替え商品や再生品を優先して選

ぶ 

過剰包装は断る 
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る 

 



 

問８ 紙類の処分について 

あなたは、リサイクルできる紙類を、どのように処分していますか。あなたの行動で最も

多いものを、それぞれの品目について1つずつ選び、枠内の数字を○で囲んでください。   

 

新聞紙、雑誌、ダンボールは、8 割以上が「集団資源回収」と「リサイクルステーショ

ン」により排出されています。牛乳パックは、「集団資源回収」と「リサイクルステーシ

ョン」による排出が上記 3 種の資源よりも少なくなっています。その他の紙類は 72.2%

が「燃やせるごみ」として処分されています。 
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問９ 紙類以外の処分について 

あなたは、紙類以外のリサイクルできるものを、どのように処分していますか。あなたの

行動で最も多いものを、それぞれの品目について1つずつ選び、枠内の数字を○で囲んでく

ださい。   

 

ほとんどの資源が「拠点回収」により排出されていますが、布類は 54.9%が「燃やせ

るごみ」として排出されています。 
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問１０ 生ごみの処分について 

あなたの家では、生ごみをどのように処分していますか。当てはまるものを1つだけ選ん

でください。 

 

「生ごみのたい肥化に取り組んでいる」は 16.7%で、生ごみは 80.7%が「燃やせる

ごみとして出している」となっています。 

 

わからない
1.0%

燃やせるごみ
として出して

いる
80.7%

その他
1.6%

生ごみのたい
肥化に取り組

んでいる
16.7%

n=1,310
 

 

たい肥化に取り組んでいると答えた人 202 人にたい肥化する量を尋ねたところ、

55.0%が発生する生ごみを「ほぼ全て」たい肥化すると答えています。 

 

ほぼ全て
55.0%

半分ぐらい
25.7%

1/3ぐらい
19.3%

n=202
 

 



 

処理の方法は、57.0%が「畑に直接埋める」で、堆肥化容器などの使用は多くありま

せん。 

 

 

(%)

23.4

9.8

5.1

3.7

8.9

57.0

0 10 20 30 40 50 60

畑に直接埋める

コンポスト

乾燥式生ごみ処理機

EMぼかし

バイオ式生ごみ処理機

その他 n=214

 

 
 

畑に直接埋める 

コンポスト 

乾燥式生ごみ処理機 

EM ぼかし 

バイオ式生ごみ処理機 

その他 

 



 

問１１ 市のごみ減量・リサイクルに関するＰＲについて 

あなたは、これまでの市のごみ減量・リサイクルに関するＰＲは、効果的に行われている

と思いますか。あなたの考えに最も近いものを1つだけ選んでください。 

 

「全く行われていないと思う」と「まだ不十分であると思う」をあわせると、5 割が十

分ではないと答えています。 
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問１２ ごみに関する情報の入手方法について 

あなたが、ごみ出しやごみの分別の仕方等、市のごみに関する事業の情報を入手する方法

は何ですか。当てはまるものをすべて選んでください。 

 

ほとんどの市民が、全戸配布している「ごみカレンダー」と「ごみと資源の分け方・出

し方」を利用しています。 
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問１３ ごみの減量化やリサイクルに必要な情報について 

ごみの減量化やリサイクルを進めるため、あなたが最もほしい情報は何ですか。あなたの

考えに最も近いものを1つだけ選んでください。 

 

分別の方法と、ごみ減量や分別したごみの行方等に関する情報が必要とされています。 
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問１４ 家庭ごみの有料化について 

家庭ごみの有料化について、あなたの考えに最も近いものを1つだけ選んでください。（家

庭ごみの有料化とは、ごみ袋の価格にごみの処理費用の一部を含めることで、ごみ（袋）を

多く出す人に多くの費用を負担していただく方式のことをいいます。） 

 

「条件が整えば実施しても構わない」が最も多く、次いで「実施すべきではない」、「実

施しても構わない」となっています。「条件が整えば・・」も含めると「実施してもかま

わない」は約 60%になります。 
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問１５ 家庭ごみの有料化を実施しても構わない理由について 

（問１４で 1 , 2 と答えた人のみ） 家庭ごみの有料化を実施しても構わない理由をお聞

かせください。あなたの考えに最も近いものを1つだけ選んでください。 

 

「ごみ減量とリサイクルを進めるのに効果があると思うから」が最も多く、その他、費

用負担や努力への不公平感をなくすことを理由にあげています。 
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問１６ 家庭ごみの有料化に必要な条件について 

（問１４で 2 と答えた人のみ） あなたが、家庭ごみの有料化に必要と考える条件は何

ですか。あなたの考えに最も近いものを3つまで選んでください。 

 

「不法投棄が起きないように対策をとること」のほか、有料化による収入や処理費用の

情報開示が条件として求められています。 
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市民の意見を十分に聞くこと

その他 n=642
 

不法投棄が起きないように対策をとるこ

と 

有料化による料金収入の使い道を明ら

かにすること 

市民にごみ処理費の情報を十分に提供

すること 

ごみを資源化しやすい仕組みをつくるこ

と 

有料化料金の根拠を明らかにすること 

ごみを減らす方法をＰＲすること 

市民の意見を十分に聞くこと 

その他 



 

問１７ 家庭ごみの有料化を実施すべきでない理由について 

（問１４で 3 と答えた人のみ） 家庭ごみの有料化を実施すべきでない理由をお聞かせ

ください。あなたの考えに最も近いものを1つだけ選んでください。 

 

「不法投棄が増えると思われるから」と、費用負担に関する疑問が大半を占めています。 

 

 

その他
2.3%

経済的な負
担が増えるか

ら
25.4%

不法投棄が
増えると思わ

れるから
46.6%

有料化による
ごみ減量効果
は、一時的な
ものと思われ

るから
8.2%

ごみ処理費用
は税金で全て
まかなうべき
だと思うから

17.5%

n=354
 

 

 



 

回答者の属性について 

 

 

男
29.6%

女
70.4%

【性別】

n=1,370

30歳代
21.1%

50歳代
19.9%

60歳代
19.2%

70歳以上
12.9%

40歳代
16.2%

20歳代
9.4%

20歳未満
1.3%

【年齢】

n=1,429  

 

 

学区不明
1.4%

篠目
中学校
13.0%

明祥
中学校

7.0%

安城北
中学校
17.4%

安城西
中学校
13.3%

安祥
中学校
10.0%

桜井
中学校
10.4%

東山
中学校
11.4%

安城南
中学校
16.1%

【中学校区】

n=1,396

無職
13.7%

その他
0.6%

専業主婦・
主夫
31.6%

パート・ア
ルバイト

17.1%
会社員

（基本的に
日勤）
20.8%

自営業
6.8%

公務員
3.0%会社員

（常態的に
夜勤あり）

4.3%

学生
2.2%

【職業】

n=1,412

 

 

 

戸建住宅
70.6%

その他
0.6%

集合住宅
26.9%

店舗・事務
所等併設

住宅
1.9%

【家屋の形態】

n=1,422

あなた以
外の家族

33.5% あなた
66.5%

【ごみ出しの担当】

n=1,402
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（２）事業者 

問１ 廃棄物収集の外部委託について 

 貴事業所では、一般廃棄物の収集を外部へ委託していますか。該当するものを 1 つだけ

選び、番号を○で囲んでください。 

 

59.3%が外部委託しています。 

 

わからない
0.7%

外部委託
していない

37.1%

その他
2.9%

外部委託
している

59.3%

n=14
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「外部委託している」理由は、「産業廃棄物と一括して委託しているから」が 45.8%

で、その他は収集・運搬の利便性やコストの安さをあげています。 

 

(%)

45.8

36.1

24.1

9.6

7.2

6.0

4.8

0 10 20 30 40 50

産業廃棄物と一括して委託している
から

必要に応じて収集してくれるから

ごみ処理施設まで運ぶ労力を省き
たいから

自社で運搬するよりコストが安いか
ら

関連会社で一括して委託しているか
ら

同テナント・ビル内の事業所と一緒
に委託しているから

その他 n=83
 

 

 

「外部委託していない」理由は、「自社でごみ処理施設まで運搬できるから」が半数以

上を占めています。 

 

 

(%)

67.6

21.6

16.2

13.5

0 20 40 60 80

自社でごみ処理施設まで運搬でき
るから

従業員が家に持ち帰って処理して
いるから

自社や関連会社等で収集・処理す
る体制があるから

その他
n=37

 

産業廃棄物と一括して委託しているから 

必要に応じて収集してくれるから 

ごみ処理施設まで運ぶ労力を省きたい

から 

自社で運搬するよりコストが安いから 

関連会社で一括して委託しているから 

同テナント・ビル内の事業所と一緒に委

託しているから 

その他 

自社でごみ処理施設まで運搬できるから 

従業員が家に持ち帰って処理しているか

ら 

自社や関連会社等で収集・処理する体

制があるから 

その他 
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問２ 廃棄物の発生量について 

 貴事業所で発生する廃棄物量とその内訳をお聞きします。おおよそで結構ですのでお答え

ください。（産業廃棄物とは、廃棄物処理法第２条第４項に定められた、事業活動に伴って

生じる廃棄物のうち、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類などのこ

とをいいます。） 

 

廃棄物の発生量は、事業所によって数 kg から数百ｔまでの大きな幅がありました。 

 

一般廃棄物  

可燃ごみ 不燃ごみ 資源物 
産業廃棄物 単位 

発生量合計 568 393 507 7,922 ｔ/年 

 - - - 374 ｍ３/年 

 最小値 0.002 0.005 0.02 0.02 ｔ/年 

 最大値 240 300 246 3,605 ｔ/年 

6.2 7.7 9.2 118.2 ｔ/年 1 事業所当た

り発生量 - - - 5.6 ｍ３/年 

有効回答数 81 55 54 68 件 

注)最小値は廃棄物が発生した場合を対象としたので、0 は除いている。 
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問３ 事業活動におけるごみ減量化について 

（1）貴事業所で行なっているごみ減量化の取り組みについてお聞きします。それぞれの取

り組みについて、該当するものを 1 つずつ選び、番号を○で囲んでください。 

 

「導入している」取り組みで多いのは、古紙等の資源の分別・資源化、修理し長持ちさ

せること、環境負荷の少ない製品の購入などがあげられています。 

「今後も導入しない」取り組みで多いのは、機密書類の再資源化のほか、落ち葉・剪定

枝等、生ごみや調理くず、廃食油等の有機物の資源化などがあげられています。 

 

6.5

8.7

4.0

4.8

16.7

16.5

52.9

46.6

52.2

38.3

75.2

83.3

31.6

6.0

15.3

3.9

76.2

5.9

10.5

8.0

2.9

8.1

8.3

6.1

3.9

4.9

4.8

2.4

4.8

2.4

7.4

11.3

8.7

10.5

5.8

3.5

16.9

15.8

12.2

6.2

4.9

3.6

14.0

9.0

10.7

7.0

76.6

77.0

86.5

81.7

69.8

68.5

27.2

21.1

18.1

20.3

8.8

6.9

23.5

52.6

49.6

71.3

7.0

7.3

5.6

3.2

5.6

5.6

7.1

5.1

9.0

9.4

13.5

5.8

2.1

5.9

8.3

6.1

7.8

4.9

導入

している

1.4

2.4

1.6

2.4

0.8

2.4

2.4

14.3

導入を

検討中

である

2.4

4.0

今は導入して

いないが

今後導入したい

2.1

2.8

3.0

1.5

1.5

1.5

3.1

1.6

3.2

3.2

2.4

2.4

今後も

導入する

予定はない

業務上

該当しない
わからない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

捨てるときに廃棄物の少ない製品を開発・製造する

分別が容易な製品を開発・製造する

洗剤等の詰め替え製品を開発・販売する

再生品を開発・販売する

包装を簡易にする

空き容器や使用済み製品を回収する

詰め替え可能な製品を購入する

長寿命製品を購入する

再生品を購入する

廃棄時に分別して資源化しやすいものを購入する

使える物は修理して長持ちさせる

古紙は分別して再資源化している

機密書類も再資源化に回している

生ごみや調理くずを 乾燥・減容化や資源化する

落ち 葉・剪定枝等を資源化する

廃食用油を資源化する

資源物は分別して資源ごみとして出す

凡例

 
 

捨てるときに廃棄物の少な
い製品を開発・製造する 

分別が容易な製品を開発・
製造する 

洗剤等の詰め替え製品を開
発・販売する 

再生品を開発・販売する 

包装を簡易にする 

空き容器や使用済み製品を
回収する 

詰め替え可能な製品を購入
する 

長寿命製品を購入する 

再生品を購入する 

廃棄時に分別して資源化し
やすいものを購入する 

使える物は修理して長持ち
させる 

古紙は分別して再資源化し
ている 

機密書類も再資源化に回し
ている 

生ごみや調理くずを乾燥・減
容化や資源化する 

落ち葉・剪定枝等を資源化
する 

廃食用油を資源化する 

資源物は分別して資源ごみ
として出す 

凡例 

 

n=124 

n=126 

n=126 

n=126 

n=126 

n=127 

n=136 

n=133 

n=138 

n=133 

n=137 

n=144 

n=136 

n=133 

n=131 

n=129 

n=143 
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古紙等の資源の分別・資源化、修理し長持ちさせること、環境負荷の少ない製品の購入

などの実行度が高くなっています。 

落ち葉・剪定枝等、生ごみや調理くず、廃食油等の有機物の資源化の実行度は低くなっ

ています。 

 

 

(実行度)

3.8

3.8

3.8

3.6

3.5

3.5

3.4

3.3

3.3

3.0

2.8

2.8

2.7

2.6

2.5

2.3

2.2

0 1 2 3 4 5

使える物は修理して長持ちさせる

資源物は分別して資源ごみとして出
す

長寿命製品を購入する

包装を簡易にする

廃棄時に分別して資源化しやすいも
のを購入する

捨てるときに廃棄物の少ない製品を
開発・製造する

再生品を開発・販売する

洗剤等の詰め替え製品を開発・販売
する

廃食用油を資源化する
 

 

※実行度＝{（「導入している」回答数）×4＋（「導入を検討中である」回答数）×3 

     ＋（「今は導入していないが今後導入したい」回答数）×2 

     ＋（「今後も導入する予定はない」回答数）×1} 

     ÷{有効回答数-（「業務上該当しない」回答数）－（「わからない」回答数）} 

 として算出した。 

 

使える物は修理して長持ちさせる 

古紙は分別して再資源化している 

資源物は分別して資源ごみとして出す 

詰め替え可能な製品を購入する 

長寿命製品を購入する 

再生品を購入する 

包装を簡易にする 

空き容器や使用済み製品を回収する 

廃棄時に分別して資源化しやすいもの
を購入する 

分別が容易な製品を開発・製造する 

捨てるときに廃棄物の少ない製品を開
発・製造する 

機密書類も再資源化に回している 

再生品を開発・販売する 

落ち葉・剪定枝等を資源化する 

洗剤等の詰め替え製品を開発・販売す
る 

生ごみや調理くずを乾燥・減容化や資
源化する 

廃食用油を資源化する 
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（2）(1)以外に貴事業所が行っているごみ減量の取り組みがありましたらご記入ください。 

 

 

・不必要なものは買わない 

・従業員一人ひとり、レジ袋、割り箸はもらわないように心掛ける 

・会社にある再利用可能なものを利用する 

・裏紙を利用する 

・不良製品の分別・売却する 

・めっき排水汚泥を分別し、一部を売却する 

・製品梱包袋を減容圧縮し、売却する 

・植え込み材は使用後、希望者に渡す 

・製品の切断片を可能な限り再利用する 

・廃油(切削油)を再利用する 

・引き取り可能な物については、業者に返却(材料の切れ端など)し、再利用する 

・使用済インクカートリッジ等を回収して、メーカーへ送ってリサイクルする 

 

などの取り組みがあげられました。 
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問４ ごみや資源物の保管場所について 

(1)ごみや資源物の保管場所の有無 

 貴事業所にごみや資源物の保管場所はありますか。該当するものを 1 つだけ選び、番号

を○で囲んでください。 

 

自社・共同を合わせて保管場所が確保されているのが 75.9％ですが、「特に設置して

いない」が 22.0%となっています。 

 

自社専用の
場所がある

68.8%

その他
2.1%わからない

0.0%

他社等と共同
で利用する場

所がある
7.1%

保管場所は
特に設置して

いない
22.0%

n=141
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(2)保管場所の広さ 

 (1)で 1,2 を選択した事業所についてお聞きします。貴事業所のごみや資源物の保管場所

の広さは、どの程度ですか。該当するものを 1 つだけ選び、番号を○で囲んでください。 

 

8 割が一週間程度は保管できると答えていますが、「数日でいっぱいになる」が 19.2%

となっています。 

 

10日ほどで
いっぱいにな

る
14.4%

1週間ほどで
いっぱいにな

る
10.6%

1ヶ月以上保
管できる

51.0%

わからない
1.0%

その他
3.8% 数日でいっぱ

いになる
19.2%

n=104
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問５ 一般消費者へのごみ減量化促進について 

 小売業の事業所に特にお聞きします。貴事業所が行っている一般消費者に対するごみ減量

化促進のための取り組みについて、該当するものを 1 つずつ選び、番号を○で囲んでくだ

さい。 

 

レジ袋の有料化やスタンプサービスは、導入予定がないとの回答が多くなっています。 

 

0.0

6.3

57.9

6.7

20.0

7.1

0.0

11.8

0

0

5.3

0

0

0

0

17.6

6.3

10.5

0.0

11.8

35.3

37.5

6.7

7.1

0.0

0.0

35.3

43.8

26.3

93.3

73.3

78.6

86.7

58.8

11.8

6.3

7.1

13.3

17.6

導入
している

導入を

検討中

である

0.0

0.0

0.0

今は導入して

いないが今後

導入したい

0.0

0.0

今後も

導入する

予定はない

業務上

該当しない

0.0

0.0

0.0

わからない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

レジ袋や紙袋を有料にする

買物袋の持参者には、スタンプサービスや

割引などを行なう

消費者の要求に応じ包装を簡易にする

ビール等のびんの引取りをする

ペットボトルの回収ボックスを設置する

食品トレーの回収ボックスを設置する

牛乳パックの回収ボックスを設置する

上記以外の回収ボックスを設置する

凡例

 

レジ袋や紙袋を有料に

する 
買物袋の持参者には、
スタンプサービスや割引
などを行なう 

消費者の要求に応じ包

装を簡易にする 

ビール等のびんの引取

りをする 

ペットボトルの回収ボッ

クスを設置する 

食品トレーの回収ボック

スを設置する 

牛乳パックの回収ボック

スを設置する 

上記以外の回収ボック

スを設置する 

凡例 

 

n=17 

n=16 

n=19 

n=15 

n=15 

n=14 

n=15 

n=17 
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実行度で見ると、何らかの資源の回収に取り組んでいますが、レジ袋の有料化やスタン

プサービスには消極的です。 

 

(実行度)

4.0

3.6

3.2

2.5

1.5

1.3

0.0

3.0

0 1 2 3 4 5

ビール等のびんの引取りをする

ペットボトルの回収ボックスを設置す
る

買物袋の持参者には、スタンプサー
ビスや

牛乳パックの回収ボックスを設置す
る

 
 

※実行度＝{（「導入している」回答数）×4＋（「導入を検討中である」回答数）×3 

     ＋（「今は導入していないが今後導入したい」回答数）×2 

     ＋（「今後も導入する予定はない」回答数）×1} 

     ÷{有効回答数-（「業務上該当しない」回答数）－（「わからない」回答数）} 

 として算出した。 

 

ビール等のびんの引取りをする 

消費者の要求に応じ包装を簡易にする 

ペットボトルの回収ボックスを設置する 

食品トレーの回収ボックスを設置する 

買物袋の持参者には、スタンプサービス

や割引などを行なう 

レジ袋や紙袋を有料にする 

牛乳パックの回収ボックスを設置する 

上記以外の回収ボックスを設置する 
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問６ 廃棄物の目標値について 

 貴事業所から発生する廃棄物について、発生抑制、リサイクル等の目標値を定めているか

記入してください。 

 

発生抑制、リサイクル等の目標値を「定めていない」事業所がほとんどです。 

 

定めている
7.4%

定めていない
92.6%

n=122  
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問７ 情報の入手方法について 

貴事業所におけるごみ処理やリサイクルに関する情報の入手方法についてお聞きします。

該当するものをすべて選び、番号を○で囲んでください。 

 

「安城市の広報やホームページ」が最も多く、次いで「ごみの収集・運搬事業者」、「町

内会や商工会等の集会、回覧」となっています。 

 

(%)

59.3

47.9

36.4

29.3

15.0

14.3

5.0

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70

安城市の広報やホームページ

ごみの収集・運搬事業者

町内会や商工会等の集会、回覧

新聞、雑誌、テレビ

インターネット

業界団体の機関紙

講演会、イベント、説明会等

その他 n=140
 

 

安城市の広報やホームページ 

ごみの収集・運搬事業者 

町内会や商工会等の集会、回覧 

新聞、雑誌、テレビ 

インターネット 

業界団体の機関紙 

講演会、イベント、説明会等 

その他 
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問８ ごみステーションについて 

 安城市では、事業系の一般廃棄物をごみステーションに出すことはできません。貴事業所

がごみステーションを利用している場合、その理由について最も近いものを 1 つだけ選び、

番号を○で囲んでください。 

 

何らかの理由でごみステーションを利用している事業者は 2 割となっています。 

 

 

知っていたが、
家庭系のごみ
との分別が困

難だから
5.6%

知らなかった
から
2.4%

知っていたが、
ごみ量が少な

いから
11.1%

知っていたが、
処理費を節約

したいから
0.0% その他

2.4%

ごみステーショ
ンを利用してい

ない
78.6%

n=126
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問９ 拡大生産者責任について 

 貴事業所では拡大生産者責任について、取り組みを進めていますか。最も近いものを 1

つだけ選び、番号を○で囲んでください。 

 

拡大生産者責任を知らない、あるいは知っていても業務上該当しないとの回答が 8 割

を占めており、『拡大生産者責任』を知っていて、何らかの取り組み（準備を含む）を進

めているのは 12.0%です。 

 

 

「拡大生産者
責任」の取り
組みを進めて

いる
9.0%

その他
1.5%

「拡大生産者
責任」を知ら

ない
30.1%

「拡大生産者
責任」を知っ
ているが、業
務上該当しな

い
49.6%

「拡大生産者
責任」を知っ
ており、取り

組みの準備を
進めている

3.0%

「拡大生産者
責任」を知っ
ているが、何
をしてよいか
分からない

6.8%

n=133
 

 

※「拡大生産者責任」とは、「循環型社会形成推進基本法」に定められた、製造者や販売店など
は、製造あるいは販売した製品が不用になった場合についても一定の責任を持つという原則のこ
とです。 
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問１０ 貴事業所について 

 調査結果の分析に必要な基礎的条件についてお聞きします。該当するものを 1 つずつ選

んで、番号を○で囲んでください。 

 

 

その他
14.5%

サービス業
11.7%

運輸・
通信業

6.2%

製造業
25.5%

卸売・
小売業
15.9%

不動産業
5.5%

飲食店
3.4%

金融
保険業

0.7%

建設業
16.6%

n=145

【業種】

店舗
14.5%

工場
24.1%

店舗兼住
居

13.8%

その他
7.6%

事務所
40.0%

n=145

【事業所の形態】

 

 

10～19人
19.9%

5～9人
23.8%

20～29人
2.0%

30～99人
11.3%

100人以上
6.0%

1～4人
37.1%

n=151

【従業員数】

独自のマネ
ジメントシス
テムを構築

している
5.9%

類似の認
証を取得し

ている
0.0%

何もしてい
ない
77.2%

その他
5.9%

ISO14001
の認証を取
得している

10.9%

n=101

【環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの有無】

 

 

 


